
３☆３ 競技規則 
 

１．コートとボール 

フットサルのハーフピッチで行い、フットサルボール（4号）を使用する。 

２．チーム構成 

最大 12名。うち、競技者は３人。原則、ゴールキーパー（GK）はいない。 

３．審判員 

主審および第 2審判。 

４．タイムアウト 

なし 

５．ゲーム開始時の攻撃権（ポゼッション） 

コイントスに勝ったチームが、ゲーム開始時の攻撃権を得る。また、第 2・3ピリオド開始時は、直前の

ピリオド終了時にディフェンスだったチームが攻撃権を得る。 

６．ゲーム開始 

主審の笛の後、ディフェンスの競技者からオフェンスの競技者にボールが渡され、オフェンスのプレー

ヤーがボールを受け取った時点で試合が開始する。このとき、ディフェンスの競技者は、センターサーク

ルの外に位置しなければならない。 

６．得点 

ペナルティーエリア内のプレーにより、ボールがゴールポストの下でポストの内側のゴールラインを完

全に越えたときに 1得点とする。空中にあるボールをヘディングして得点した場合、2得点とする。 

７．競技時間と得点の上限 

競技は 3 ピリオド制。1 ピリオドの時間は 5 分間（ランニングタイム）。ピリオド間は 1 分程度とする。 

８．交代 

ボールがラインアウトして攻守が入れ替わる際に審判に申告して交代する。退く競技者は、速やかにピ

ッチの外に出ること。 

９．シュートクロック 

30秒以内にゴールに向かってシュートを打たなければならない。 ※審判員は５秒前からカウントダウ

ンする。 

10．攻撃権（ポゼッション） 

以下の場合、攻撃権（ポゼッション）が入れ替わる。 

  ・守備側競技者がボールをキープしたと審判員が判断した場合 

  ・攻撃側競技者がボールに触れたのち、ピッチの外にボールが出た場合 

11．キックイン 

守備側競技者がボールを触れて、ボールがタッチラインを越えたとき、攻撃チームのキックインにより

プレーを再開する。シュートクロックはリセットされる。 

12．コーナーキック 



守備側競技者がボールを触れて、ボールがゴールラインを越えたとき、攻撃チームのコーナーキックに

よりプレーを再開する。シュートクロックはリセットされる。 

13．ペナルティーキック 

相手競技者の 1人が GKを務める。キックのあと、GKを除く競技者はボールにプレーできない。キック

の成功、失敗に関わらず、攻守は入れ替わる。 

14．累積ファウル 

ピリオド中に 6個目以降の直接フリーキックで罰せられるファウルを犯した場合、2ndペナルティーマー

クからの壁なしのフリーキックが相手チームに与えられる。競技者の 1人は GK を務める。キックのあと、

GK を除く競技者はボールにプレーしてはいけない。キックの成功、失敗に関わらず、攻守は入れ替わる。 

15．ゴールが成功したあとの攻撃権（ポゼッション） 

ディフェンスのチームにポゼッションが移る。ドリブルまたはパスでセンターサークル内（トップ）ま

で運ばなければならない。新たにディフェンスになったチームは、ボールをセンターサークル内（トップ）

に戻すまで、ボールに対してディフェンスしてはならない。 

16．その他 

上記に記載のない項目については、原則として、公益財団法人日本サッカー協会が制定する当該年度の

「フットサル競技規則」に従う。 
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